
あしょろ広報 2011
NO.7008

●魅力ある学校づくり 足寄高等学校
●災害の備えと心構え
●町バイオマスタウン構想



23

魅力ある学校づくり

足寄高等学校

道
教
育
委
員
会
が
進
め
る
公
立
高
等
学
校
配
置
計
画
で
、

北
海
道
足
寄
高
等
学
校
の
間
口
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

間
口
数
維
持
へ
向
け
、
地
域
に
愛
さ
れ
、

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
同
校
の

取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

足
高
の
特
色
と
魅
力
①

足
高
の
特
色
と
魅
力
②

確
か
な
学
力
の
向
上

進
路
希
望
の
実
現

基
礎
・
基
本
の
徹
底

　

足
寄
高
校
で
は
、
毎
日
の
授
業
を
大
切
に

考
え
、
確
か
な
学
力
の
定
着
を
目
指
し
て
魅

力
あ
る
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

英
語
や
数
学
な
ど
入
学
時
の
達
成
度
に
差

の
見
ら
れ
や
す
い
教
科
に
つ
い
て
は
、
習
熟

度
別
で
の
授
業
の
実
施
や
学
力
差
に
応
じ
た

授
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
が
「
分

か
る
」
感
覚
を
実
感
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
基
礎
か
ら
の
個
別
対

応
の
時
間
を
設
け
て
中
学
校
ま
で
の
学
習
内

容
を
復
習
す
る
な
ど
、
盤
石
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
で
生
徒
の
学
習
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

教
育
課
程
の
工
夫
・
改
善

　

生
徒
の
興
味
・
関
心
や
多
様
な
進
路
希
望

に
対
応
す
る
た
め
、
幅
広
い
選
択
科
目
（
12

科
目
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
高
い

学
習
意
欲
を
持
っ
て
授
業
が
選
択
で
き
る
よ

う
、
毎
年
度
ご
と
に
科
目
を
見
直
す
な
ど
の

う
れ
し
い
４
つ
の
協
力
な
サ
ポ
ー
ト

１
進
学
合
宿

　

現
役
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
生
徒
の
多
く
は
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
急
激
に
学
力
が
向
上
し

ま
す
が
、
そ
の
成
長
の
土
台
作
り
の
役
割
を

果
た
す
の
が
、
こ
の
２
泊
３
日
の
合
宿
で
す
。

国
公
立
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
４
年
制
大
学

へ
の
合
格
を
目
指
し
、
仲
間
と
と
も
に
励
ま

し
合
い
な
が
ら
学
習
に
臨
み
ま
す
。

２
各
種
講
習
（
夏
期
・
冬
期
・
放
課
後
）

　

夏
期
・
冬
期
講
習
で
は
、
英
数
国
の
主
要

３
教
科
の
ほ
か
、
理
科
・
社
会
を
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
集
中
講
義
に
よ
り
短
期

間
で
実
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
年
間
を
通

じ
て
週
３
回
行
わ
れ
る
放
課
後
講
習
で
は
、

英
数
国
の
基
本
の
徹
底
を
目
指
し
、
継
続
的

な
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
資
格
取
得
・
模
擬
試
験

　

漢
字
・
数
学
・
ワ
ー
プ
ロ
・
情
報
処
理
・

簿
記
・
電
卓
な
ど
の
各
種
資
格
取
得
を
目
指

し
、
各
教
科
担
任
が
中
心
と
な
っ
て
精
力
的

に
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
生
徒
が
合

格
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
模
擬
試
験
も

多
数
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

足
寄
高
校
振
興
会
か
ら
各
種
試
験
受
験
料
・

検
定
料
の
全
額
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

４
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
多
様
化
す
る
進

路
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
、
生
徒
に
対

す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
進
路
相
談

会
や
保
護
者
説
明
会
の
機
会
を
設
け
、
迅
速

か
つ
正
確
な
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

　

「
単
に
大
学
に
合
格
す
る
こ
と
だ
け
が
生

徒
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
」
こ
れ
が
足
寄
高
校

に
お
け
る
進
路
指
導
の
原
点
で
す
。
自
分
が

何
を
し
た
い
の
か
を
よ
く
考
え
ず
に
大
学
を

選
び
、
卒
業
後
の
将
来
を
見
失
う
こ
と
が
な

い
よ
う
、
２
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
２

学
年
時
）
な
ど
、
職
業
観
や
幅
広
い
視
野
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
を
実
践

引
け
を
取
ら
な
い
進
学
・
就
職
実
績

　

平
成
22
年
度
卒
業
生
は
、
北
見
工
業
大
、

釧
路
公
立
大
、
名
寄
市
立
大
な
ど
の
国
公
立

大
学
の
ほ
か
、
旭
川
大
、
札
幌
大
、
日
赤
道

看
護
大
の
道
内
私
立
大
学
や
短
大
、
看
護
学

校
に
多
く
の
現
役
足
寄
高
校
生
が
合
格
し
、

卒
業
後
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
お
よ
び
公
務
員
志
望
の
生
徒
に
は
、

日
常
的
に
面
接
や
作
文
指
導
、
適
性
検
査
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
厳
し
い

求
人
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
卒
業
前
に
全
員

が
内
定
を
得
る
な
ど
着
実
に
実
績
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
十
人
い
れ
ば
、

進
む
道
も
十
通
り
。

自
分
だ
け
の
道
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

教
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
少
人
数
校
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に

生
か
し
た
個
別
指
導

を
行
う
こ
と
で
、
次

世
代
を
担
う
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

工
夫
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
大
学
進

学
希
望
者
の
増
加
に
向
け
て
、
よ
り
効
果
的

な
受
験
指
導
が
で
き
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
を
検
討
し
、
セ
ン
タ
ー
試
験
は
も
ち
ろ

ん
、
専
門
知
識
を
問
わ
れ
る
二
次
試
験
に
も

十
分
対
応
で
き
る
よ
う
改
訂
し
て
い
ま
す
。

平成22年度（平成23年３月卒業生）と過去５年間の進路状況

� 単位：人 

国立
大学

私立
大学

短期
大学

高看 准看 専修 合計

Ｈ22卒 4 7 5 2 1 12 31

Ｈ21卒 1 5 4 0 0 19 29

Ｈ20卒 3 7 5 1 1 19 36

Ｈ19卒 2 8 4 1 0 15 30

Ｈ18卒 1 8 4 0 2 23 38

１年 ２年 ３年

総合　　　１ 総合
ＨＲ　　　１ ＨＲ

英語Ⅱ

国語総合　４

世界史Ａ　２
現代社会　２

数学Ⅰ　　４

化学Ⅰ　　３

体育　　　３
保健　　　１

音楽Ⅰ　　２

日本史Ｂ

数学Ⅱ

生物Ⅰ

体育
保健

音楽Ⅱ

あ

平成23年度入学生　カリキュラム

家庭総合

倫　理 あああ
数学Ａ ３
簿　記 あああ

あ

ああ
あ

総合
ＨＲ

古典講読
数学Ｂ
フードデザイン

現代文

日本史Ｂ
政治経済

理科総合Ｂ

体育

リーディング

地理Ａ
数学Ⅲ
生物Ⅱ
国語表現Ⅰ
物理Ⅰ
簿　記
音楽Ⅲ
ライティング       

情報処理

現代文
古典講読

情報Ａ　　２

家庭総合　２

英語Ⅰ　　３

１
１

４

２

４

３

３
１

２

２

２
２

１
１

３

３
２

２

２

４

３

３

３

３
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足
高
の
特
色
と
魅
力
③

足
高
の
特
色
と
魅
力
④

充
実
し
た
部
活
動

魅
力
あ
る
学
校
行
事

全
国
大
会
と
い
う
夢
に
向
け
て

　

弓
道
部
は
高
体
連
全
道
大
会
常
連
校
で
あ

り
「
十
勝
に
足
寄
あ
り
」
と
存
在
感
抜
群
。

陸
上
競
技
部
は
平
成
19
年
に
３
種
目
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果
た
し
、
今
年
も
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
中
に
し
出
場
し
ま
し
た
。

　

文
化
系
で
は
、
自
然
科
学
研
究
会
が
４
年

連
続
で
全
道
総
合
賞
に
輝
き
、
全
国
高
校
総

合
文
化
祭
へ
出
場
し
た
ほ
か
、
演
劇
部
が
２

年
連
続
で
十
勝
支
部
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、

全
道
大
会
で
好
演
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
多
く
の
生
徒
が
参

加
し
て
い
る
の
も
足
寄
高
校
の
特
徴
の
一
つ
。

特
に
「
ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
」
を
拠
点
と
し

た
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
活
動
は
、
多
く
の

生
徒
に
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
成
長
の

機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

体
育
系
・
文
化
系
を
問
わ
ず
、
足
寄
高
校

に
は
レ
ベ
ル
の
高
い
活
動
の
場
が
あ
り
ま
す
。

主
な
学
校
行
事

４
月　

入
学
式
・
対
面
式
・
部
活
動
紹
介

５
月　

高
体
連
・
高
野
連
地
区
大
会

６
月　

中
間
考
査
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

高
野
連
夏
季
大
会
（
全
校
応
援
）

７
月　

観
岳
祭
、
夏
期
講
習

８
月　

実
力
テ
ス
ト

９
月　

九
州
大
学
進
学
座
談
会
、
期
末
考
査
、

生
徒
会
役
員
選
挙
、
体
育
祭
、
強
歩

大
会
・
学
校
説
明
会

10
月　

見
学
旅
行
、
九
州
大
学
演
習
林
実
習

12
月　

中
間
考
査
、
冬
期
講
習
・
進
学
合
宿

１
月　

実
力
テ
ス
ト
、
全
校
教
育
相
談
、
卒

業
考
査

２
月　

宿
泊
研
修
、
学
年
末
考
査

３
月　

卒
業
式

　

７
月
９
・
10
日
の
２
日
間
、「
燃
や
せ
�

創
造
の
火
を
�
新
た
な
一
歩
を
今
�
」
を
テ

ー
マ
に
、
第
53
回
観
岳
祭
が
開
催
さ
れ
、
１

日
目
は
仮
装
パ
レ
ー
ド
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
が
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
、
我
妻

病
院
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
多
く
の
町
民
な
ど

が
見
学
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
食
品
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
吹

奏
楽
局
演
奏
、
演
劇
部
公
演
な
ど
に
多
く
の

町
民
が
高
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

体育系
硬式野球部

バスケットボール部

バレーボール部

バドミントン部

弓道部、剣道部

陸上競技部

サッカー・卓球同好会

文化系
茶道部、演劇部

ボランティア部

吹奏楽局

放送局、新聞局

自然科学研究会

インターンシップ

強歩大会宿泊研修

見学旅行

足
寄
高
校
を
存
続
さ
せ
る
会

　

６
月
13
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
足
寄
高

校
を
存
続
さ
せ
る
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
本
年
度
の
入
学
者

数
が
38
人
と
な
り
、
学
級
数
が
１
学
級
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
道
教
委
の
方

針
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
の
募
集
間
口
が

１
間
口
に
削
減
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

間
口
復
活
の
要
請
や
来
年
度
の
中
学
卒
業

生
数
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
平
成
24
年
度

も
２
間
口
で
の
生
徒
募
集
と
な
り
ま
し
た
。

念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
足
寄
高
校
や
足
寄
高
校
振

興
会
と
の
連
携
を
強
め
、
よ
り
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
へ
の
町
支
援
の
強
化
（
部
活

動
、
模
試
・
検
定
試
験
の
全
額
支
援
、
Ｐ

Ｒ
活
動
な
ど
）
を
図
る
な
ど
、
存
続
に
向

け
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

全
体
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
か
ら
の
進
学

率
の
向
上
や
41
人

を
超
え
る
入
学
者

数
の
確
保
な
ど
、

２
間
口
を
今
後
も

維
持
す
る
に
は
、

今
年
の
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
り
正

足寄町の支援策

種　　　　　　類 補　　助　　金　　の　　額

公共の交通機関を利用し、通学する方および
足寄町スクールバスを片道利用する方

定期購入代金月額について、他の補助制度による補助を
除き全額を補助する。
足寄町スクールバスを片道利用する方も、定期購入代金
月額について、他の補助制度による補助を除き全額を補
助する。

市街地に下宿等をし通学する方 下宿代月額の２/３とし、３０，０００円を限度とする。

自家用自動車等により送迎通学をする方
月額２，０００円。ただし、足寄町スクールバスを片道
利用する方も月額２，０００円とする。

公共の交通機関を利用するとともに、最寄り
の停留所まで送迎等の通学をする方

定期購入代金月額について、他の補助制度による補助を
除き全額を補助し、２，０００円を加算する。

入学時補助金 新入学時に一時金として３０，０００円を補助する。
見学旅行時補助金 見学旅行時に一時金として３０，０００円を補助する。

第53回

観岳祭
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９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

災
害
の

備
え
と

心
構
え

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
今
後
も
被
災
地
の
支
援
や
本
町
に
避
難
さ
れ
た
方
々
へ

の
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
ず
、
現
在
の
よ
う
な
平
常
時
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
号
で
は
、
平
常
時
の
訓
練
や
災
害
時
の
救
助
・
初
期
消
火
活
動
に
有
効
な
「
自
主
防
災
組
織
」
と
地
図
を

囲
ん
で
話
し
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る
「
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織

　

大
地
震
や
大
雨
等
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
か

ら
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
十
分
な
対
策
を
講
じ
て
お
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
防
災
対
策
の
基
本
は
、

①
自
助

：

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
災
害
時
の

自
主
避
難
等
、
自
分
を
守
る
こ
と

②
共
助

：

救
助
や
要
援
護
者
の
避
難
協
力
等
、

周
り
の
住
民
と
助
け
合
う
こ
と

③
公
助

：

行
政
が
行
う
救
援
救
護
や
支
援
物

資
供
給
な
ど
の
公
的
支
援

の
３
つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
が
う
ま
く
連
携
を
保
つ
こ
と
で
、
防
災
対

策
は
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

以
前
は
「
防
災
は
行
政
の
仕
事
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
る
と
、
交
通
障
害
や
火
災
等
の
同
時
多
発

す
る
二
次
災
害
へ
の
対
応
か
ら
、
公
的
な
防

災
関
係
機
関
の
活
動
は
著
し
く
低
下
し
ま
す
。

事
実
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒

壊
に
よ
る
生
き
埋
め
や
建
物
等
に
閉
じ
込
め

Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
特
徴
は
次
の
と
お
り

①
シ
ン
プ
ル
＆
イ
ー
ジ
ー

：

準
備
が
簡
単
で

費
用
が
か
か
ら
な
い

②
地
図
に
「
思
い
」
を
込
め
て

：

地
図
へ
書

き
込
み
を
す
る
こ
と
で
被
災
状
況

が
明
確
に
な
る

③
「
わ
が
ま
ち
」
再
発
見

：

わ
が
ま
ち
で
起

こ
り
う
る
災
害
や
そ
れ
に
対
す
る

弱
点
が
自
然
に
理
解
で
き
る

④
全
員
参
加

：

作
戦
会
議
の
雰
囲
気
で
全
員

が
参
加
す
る
防
災
訓
練

　

大
き
な
地
図
を
使
い
、
そ
の
上
に
透
明
な

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
油
性
の
ペ
ン
で

書
き
込
み
を
加
え
な
が
ら
参
加
者
全
員
で
議

論
し
ま
す
。
方
法
は
簡
単
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
気
付
か
な
か
っ
た
地
域
の
特
徴
な
ど
、
新

た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
災
害

対
応
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
奥

深
い
訓
練
で
す
。

生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
が
Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
体
験
！

　

７
月
20
日
、
ふ
る
さ
と
足
寄
１
０
０
年
塾

「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
の
塾
生
36
人
が
Ｄ

Ｉ
Ｇ
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
冒
頭
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
状
況
を
写
し
た
ス
ラ

イ
ド
な
ど
で
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
住
宅
や
膨

大
な
量
の
が
れ
き
を
目
の
当
た
り
に
し
、
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。
訓
練
の
想
定

は
「
未
明
に
震
度
７
の
地
震
が
発
生
！
」、

市
街
地
区
で
起
こ
る
災
害
で
す
。
地
図
上
で

ら
れ
た
人
の
う
ち
、
約
95
パ
ー
セ
ン
ト
は
自

力
ま
た
は
家
族
や
隣
人
に
救
助
さ
れ
、
消
防

等
の
公
的
機
関
に
助
け
ら
れ
た
の
は
わ
ず
か

１
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
被
災
者
は
膨

大
に
な
り
、
情
報
は
混
乱
し
、
道
路
や
橋
等

の
公
共
施
設
が
被
害
を
受
け
る
た
め
、
防
災

機
関
等
の
適
切
で
迅
速
な
対
応
は
困
難
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
発
生
直
後
の
人
命
救

助
や
初
期
の
消
火
活
動
は
、
近
隣
住
民
の
協

力
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

自
主
防
災
組
織
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
核
に

　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
安
心
で
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、
良
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
す
る
視
点
か

ら
も
重
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
人
々
の
交

流
を
通
じ
た
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
ろ
う
」
と
い
う
地
域
防
災
の
た
め
の

住
民
活
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
核
と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

避
難
所
、
医
療
機
関
、
薬
局
な
ど
の
位
置
を

確
認
し
、
道
路
の
渋
滞
や
橋
の
寸
断
に
よ
る

交
通
障
害
、
火
災
等
の
被
害
状
況
を
想
定
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
自
分
の
身
を
守
り
、

近
所
に
住
む
要
援
護
者
に
声
掛
け
を
し
な
が

ら
避
難
所
ま
で
に
至
る
経
路
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

お
手
伝
い
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！

　

町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
結
成
の
た
め
の

お
手
伝
い
、
結
成
後
の
訓
練
、
自
主
防
災
組

織
育
成
事
業
応
募
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
等

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
に
つ
い
て
は

自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
等
の
お
仲
間
が
５
～
６

人
集
ま
れ
ば
、
開
催
は
可
能
で
す
。
進
行
役

や
必
要
な
用
品
を
提
供
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
・
詳
細

　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
９

自
主
防
災
組
織
の
役
割

・
平
常
時
の
活
動
例

　

防
災
訓
練
の
実
施

　

防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

　

地
域
内
の
安
全
点
検

　

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
配
慮

・
災
害
時
の
活
動
例

　

避
難
所
の
管
理
・
運
営

　

避
難
誘
導
活
動

　

災
害
情
報
の
収
集
お
よ
び
住
民
へ
の
迅
速

な
伝
達

　

被
災
者
の
救
出
・
救
助
活
動

　

出
火
防
止
と
初
期
消
火
活
動

災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

　

こ
の
訓
練
は
、D

isaster

（
災
害
）、

Im
ag
in
atio
n

（
想
像
力
）、G

am
e

（
ゲ
ー

ム
）
の
頭
文
字
を
取
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
、

参
加
型
の
防
災
訓
練
で
す
。
英
語
のd

ig

と

い
う
動
詞
に
は
「
掘
り
返
す
、
探
究
す
る
、

理
解
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、
Ｄ
Ｉ

Ｇ
と
い
う
言
葉
に
は
災
害
を
理
解
す
る
、
ま

ち
を
探
究
す
る
、
防
災
意
識
を
掘
り
起
こ
す

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｇ
は
一
言
で
い
え
ば
、
大
き
な
地
図

を
参
加
者
で
囲
み
、
災
害
対
策
本
部
運
営
の

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
も
の
で
す
。

身
近
に
起
こ
り
得
る
災
害
を
想
像
し
て
「
ど

ん
な
災
害
が
？
」「
ど
ん
な
情
報
が
？
」「
ど

ん
な
行
動
が
？
」
な
ど
と
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
、
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
、

み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て
対
応
策
を
考
え
ま

す
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
行
う
こ

と
が
で
き
る
災
害
対
応
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

町
で
は
非
常
時
の
た
め
に
食
料
、
飲
料

水
、
衛
生
用
品
、
生
活
用
品
、
発
電
機
等

の
備
蓄
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
追
加

や
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
全
町
的
な

大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
、
十

分
な
量
を
確
保
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。「
自
助
」
の
視
点
か
ら
も
、
平
常
時

か
ら
の
備
え
と
し
て
、
各
ご
家
庭
で
の
備

蓄
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
非
常
持
ち
出
し
品

　

避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出
す
最
小
限
の

必
需
品
。
必
要
最
小
限
の
も
の
を
い
つ
で

も
持
ち
出
せ
る
場
所
に
保
管
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①
懐

中

電

灯

：

で
き
れ
ば
一
人
に
一
つ

②
携
帯
ラ
ジ
オ

：

小
型
で
軽
く
、
Ａ
Ｍ
・

Ｆ
Ｍ
の
両
方
聴
け
る
も
の
が
良
い
。

③
予

備

電

池

：

懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ

オ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
使
う
の

で
、
多
め
に
用
意
す
る
。

④
応
急
医
薬
品

：

ば
ん
そ
う
こ
う
、
傷
薬
、

包
帯
な
ど
。
持
病
の
あ
る
方
は
常
備
薬

を
忘
れ
ず
に
。

⑤
生

活

用

品

：

衣
類
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
、
軍
手
、
カ
ッ
パ
な
ど
、
ま
た

頭
を
保
護
す
る
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

座
布
団
な
ど
。

⑥
非
常
食
・
飲
料
水

：

乾
パ
ン
や
缶
詰
、

栄
養
補
助
食
品
な
ど
、
調
理
せ
ず
に
食

べ
ら
れ
る
も
の
。
飲
料
水
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
の
も
の
が
良
い
。

⑦
そ　

の　

他

：

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る

家
庭
で
は
紙
オ
ム
ツ
や
粉
ミ
ル
ク
。
ま

た
、
介
護
の
必
要
な
方
が
い
る
家
庭
で

は
介
護
用
品
な
ど
。

※
な
お
、
預
貯
金
通
帳
や
健
康
保
険
証
、

免
許
証
、
印
鑑
、
現
金
な
ど
も
避
難
時

に
持
ち
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
非
常
備
蓄
品

　

災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間
生
活
で
き
る

も
の
。
最
低
３
日
分
用
意
し
、
定
期
的
な

入
れ
替
え
、
補
充
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

・
レ
ト
ル
ト
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

ア
ル
フ
ァ
米
、
缶
詰
、
菓
子
類
、
調
味

料
な
ど
。

・
飲
料
水
は
、
一
人
に
つ
き
１
日
最
低
３

リ
ッ
ト
ル
必
要
。
お
風
呂
の
残
り
湯
は

生
活
用
水
と
し
て
利
用
。

・
卓
上
コ
ン
ロ
と
予
備
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
固

形
燃
料
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
毛

布
。
寝
袋
な
ど
。

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
と
備
蓄

旭町連合自治会防災会
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町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
設
予
定
の
皆
さ
ん
へ

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
調
印

平
成
23
年
４
月
28
日
に
農
林
水
産
省
よ
り
町
の
豊
か
な
資
源
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
を
活
用
し
た

「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
が
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
農
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
産
業
に
お
い
て
町
民
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
に
よ
り

「
ま
ち
の
循
環
型
社
会
の
構
築
」
に
向
け
た
構
想
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
で
は
、
定
住
人
口
の
確
保
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
内
に
定
住
す
る
目
的
で

住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対
し
、
１
０
０
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

７
月
７
日
、
帯
広
市
と
十
勝
管
内
18
町
村
に
よ
る
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
合
同
調
印
式
が
十

勝
川
温
泉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
定
締
結
に
よ
る
役
割
分
担
や
連
携
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
っ
て
何
？

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
動
植
物
に
由
来
す
る

有
機
性
資
源
で
、
石
油
や
石
炭
、
ガ
ス
な
ど

の
化
石
資
源
を
除
い
た
も
の
で
す
。
太
陽
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
動
植
物
が
生
み
出
す

資
源
で
あ
り
、
生
命
と
太
陽
が
あ
る
限
り
、

再
生
可
能
な
資
源
で
、
そ
の
利
用
に
よ
り
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
増
加
さ

せ
な
い
シ
ス
テ
ム
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
）
を
い
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
の
特
性

　

石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
る
と
、

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
が
増
加
し
、
地
球
温
暖
化

を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ

マ
ス
は
、
も
と
も
と
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
植

物
が
光
合
成
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。
バ
イ
オ
マ
ス
は
植
物
の
働
き
に
よ
っ
て

再
生
可
能
な
資
源
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
利

用
（
燃
焼
な
ど
）
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
が
発
生

し
て
も
、
実
質
的
な
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
は
増

加
し
な
い
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と

い
う
特
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

タ
ウ
ン
構
想
と
は
？

　

本
町
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
が
豊
富
に
存
在
し

ま
す
。
そ
の
中
に
は
今
ま
で
使
わ
れ
ず
に
放

置
さ
れ
て
い
た
残
り
か
す
や
、
廃
棄
さ
れ
て

い
た
動
物
の
排
せ
つ
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
的
な
循
環

型
社
会
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
は
、
農
林
業
を

は
じ
め
と
す
る
全
て
の
産
業
や
生
活
の
中
に
、

バ
イ
オ
マ
ス
を
う
ま
く
活
用
す
る
仕
組
み
を

考
え
、
未
来
の
町
の
姿
を
描
く
も
の
で
す
。

基
本
方
針

①
木
材
加
工
工
場
を
整
備
し
、
木
材
の
高
付

加
価
値
化
を
図
る
と
と
も
に
、
残
材
を
活

用
し
た
製
品
づ
く
り
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

推
進
し
ま
す
。

②
家
畜
ふ
ん
尿
や
作
物
か
す
の
飼
料
化
、
肥

料
化
等
に
よ
り
農
業
系
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

を
循
環
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
ま
す
。

③
太
陽
光
、
雪
氷
熱
、
温
泉
熱
等
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
連
携
し
た
独
自
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

バ
イ
オ
マ
ス
を
高
度
に
活
用
す
る
新
た
な

住
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

５
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅰ
木
材
加
工
基
幹
工
場
の
整
備
と
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
高
度
利
用

　

例　

林
産
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
、
土
木
・
建
築
・
運
輸
業
な
ど
の
関

連
分
野
に
よ
り
、
木
材
基
幹
工
場
を
核
と

し
て
、
森
林
資
源
の
育
成
か
ら
木
材
製
品

の
生
産
を
行
い
、
工
場
残
材
等
を
有
効
活

用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
創
出
し
ま
す
。

Ⅱ
森
林
資
材
の
総
合
的
な
活
用
に
よ
る
無
限

資
源
の
循
環

　

例　

林
業
、
林
産
業
、
土
木
・
建
設
・
運

輸
業
、
生
活
・
業
務
、
交
流
産
業
な
ど
の

関
連
分
野
に
よ
り
、
無
限
資
源
で
あ
る
森

林
バ
イ
オ
マ
ス
の
総
合
的
な
利
用
を
図
る

た
め
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
連
携
体
制

を
構
築
し
て
、「
ウ
ッ
ド
バ
レ
ー
あ
し
ょ
ろ
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

Ⅲ
土
か
ら
安
全
・
安
心
・
お
い
し
い
食
料
生
産

　

例　

畜
産
業
、
耕
種
農
家
、
施
設
園
芸
、

生
活
・
業
務
、
土
木
・
建
設
・
運
輸
業
な

ど
の
関
連
分
野
に
よ
り
、
食
料
供
給
基
地

の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
土
づ
く
り
か
ら

食
卓
ま
で
の
安
全
・
安
心
な
食
料
の
生
産
、

供
給
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

Ⅳ
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
核
と
し
た
食
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
環わ

づ
く
り

　

例　

畜
産
業
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、

林
業
、
自
然
環
境
な
ど
の
関
連
分
野
に
よ

り
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
持
続
的
な
産

業
基
盤
を
構
築
す
る
た
め
、
耕
畜
・
林
畜

連
携
を
図
り
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循

環
体
系
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

Ⅴ
バ
イ
オ
マ
ス
で
北
国
の
暖
か
い
暮
ら
し
創
造

　

例　

林
産
業
、
土
木
・
建
設
・
運
輸
業
、

生
活
・
業
務
、
交
流
産
業
な
ど
の
関
連
分

野
に
よ
り
、
酷
寒
地
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
克
服
し
、
住
み
よ
い
北
国
の
暮
ら
し

を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
地
場
産
材
を
使
っ
た
足
寄
型

住
宅
な
ど
の
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
経
済
課

�

☎
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－

２
１
４
１
内
線
２
５
０

キ
ー
ワ
ー
ド
は
〝
無
限
資
源
〟

・
構
想
で
は
循
環
を
目
指
し
て
い
ま
す

・
今
ま
で
は
一
方
通
行

原
料

製
品

廃
棄
物

再
生
資
源
な
ど

↓

↓

定
住
と
は

　

足
寄
町
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
、
本
町
に
生
活
基
盤

を
置
き
、
足
寄
町
民
と
し
て
10
年
以
上
居
住

す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

対
象
者

　

平
成
23
年
５
月
１
日
以
降
に
町
内
建
設
業

者
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
、
床
面
積
50

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
（
併
用
住
宅
の
場
合
は

居
住
部
分
の
面
積
割
合
が
２
分
の
１
以
上
）

か
つ
建
築
に
係
る
費
用
が
５
０
０
万
円
以
上

の
新
築
住
宅
を
建
て
る
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
（
用
地
取
得
費
は
除
か
れ
ま
す
）。

※
移
転
補
償
や
他
制
度
に
よ
る
補
助
を
受
け

て
い
る
、
ま
た
は
、
町
税
等
を
滞
納
し
て

い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
額　

１
０
０
万
円

※
交
付
後
、
10
年
以
内
に
町
内
外
へ
転
居
し

た
り
住
宅
を
譲
渡
・
貸
し
付
け
し
た
り
、

法
令
に
違
反
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
返
還

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き

は
、
減
額
ま
た
は
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
方
法

　

工
事
請
負
契
約
後
１
カ
月
以
内
に
申
請
が

必
要
で
す
。
な
お
、
す
で
に
契
約
後
１
カ
月

を
経
過
し
て
い
る
方
は
役
場
担
当
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

主
な
必
要
書
類

①
定
住
促
進
住
宅
建
設
補
助
金
交
付
申
請
書

②
定
住
誓
約
書

③
配
置
図
、
平
面
図

④
建
築
確
認
申
請
に
よ
る
確
認
済
証
（
写
）

⑤
工
事
請
負
契
約
書
（
写
）　

な
ど

※
申
請
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
様
式
を
お
渡

し
し
ま
す
。
役
場
担
当
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
足

寄
町
定
住
促
進
住
宅
建
設
補
助
金
交
付
要

綱
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
様
式

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow

n.ashoro.hokkaido.jp

申
請
先
・
詳
細

　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当

�

☎
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－

２
１
４
１
内
線
３
１
４

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
と
は

　

都
市
機
能
を
有
す
る
「
帯
広
市
」
と
「
足

寄
町
」
を
含
む
十
勝
管
内
18
町
村
が
相
互
に

役
割
分
担
・
連
携
・
協
力
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
地
方
圏

へ
の
人
口
定
住
を
促
進
す
る
制
度
で
す
。

取
り
組
み
項
目

　

帯
広
市
が
中
心
と
な
り
、
①
生
活
機
能
の

強
化
②
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

③
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
の
３
つ

の
柱
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
内
容

は
救
急
医
療
体
制
の
確
保
や
広
域
観
光
の
推

進
、
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
19
項
目
で
す
。

十
勝
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

　

今
後
の
将
来
像
や
協
定
に
基
づ
き
推
進
す

る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
た
「
十
勝
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
向
け

て
十
勝
管
内
全
市
町
村
で
検
討
協
議
を
進
め
、

９
月
末
の
公
表
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

詳　

細

　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当

�

☎
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－

２
１
４
１
内
線
３
１
４

調印後に、握手を交

わす米沢則寿帯広市

長と安久津勝彦町長

（写真：右）

協定に基づく相互連携

⑴帯広市の機能の積極的活用

⑵権利・負担関係の明確化

⑶圏域意識や地域の誇りの醸成

帯広市と各町村が生活実態や将来像を
勘案し、協定を結ぶことにより自ら圏域
を決定する。

定住自立圏イメージ

帯広市
（中心市）

足寄町
（18町村）

「フードバレーとかち」の推進
地域産業の活性化

広域観光の推進
イベント情報の収集・発信

周辺市町村

観光協会等

（例）

圏域全体



まちかどまちかどまちかど

10

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

６.30 地域参観日を開催

　ふるさと足寄再発見！町内観光体験ツアー

が開かれ、町民など約40人が参加しました。

町特産の螺湾ブキ鑑賞ほ場や国の天然記念物

に指定されているオンネトー湯の滝、町の歴

史などを展示する町郷土資料館を訪れました。

参加者は、町動物化石博物館の澤村寛館長の

説明に耳を傾けながら、森林浴などで楽しく

過ごしました。

　足寄中学校（西出伴良宏校長）が地域参観

日に３年生を対象にした乳児とふれあう「生

教育授業」を行いました。生徒らはグループ

ごとに分かれ、同校を訪れた親子８組と赤ち

ゃんを抱きかかえたりぬいぐるみであやした

りして触れ合い、子育ての大変さや楽しさな

ど、あらためて命の大切さを学びました。

７.10 ふるさとの良さを再発見

６.26 にぎわいをみせる
　第６回道の駅まつり（あしょろ観光協会、

町主催）が道の駅あしょろ銀河ホール21のイ

ベント広場で開かれました。会場には螺湾ブ

キやチーズなどの町内特産品販売やグルメコ

ーナー、各種工作教室などが行われ、晴天の

下、町内外から多くの人が訪れにぎわってい

ました。

６.26 設立５周年
　ＮＰＯ法人障がい児・者地域サポートふれ

あい（藤原茂理事長）が設立５周年を記念し

「障がいのある人が地域で暮らしていくために」

と題した講演会を開きました。また、同法人

が運営する障がい者の働く店「ゆめ風ひろば」

があしょろ銀河ホール21隣の多目的観光交流

施設にオープンしました。

７.15、20 交通安全を呼び掛ける

７.15-25 自己記録更新を誓う

　足寄消防団（國見將団長）の本団女性消防

団員が足寄保育園どんぐりを訪れ、年長クラ

スの子どもたちを対象に防火ＰＲを行いまし

た。これは幼少期のうちから防火意識を持っ

てもらおうと年１回行われています。子ども

たちはあこがれの消防車に乗ったりミニ防火

衣を着用して放水を体験したりしました。

　北海道小学生陸上競技大会（写真：左）や

北海道中学校体育大会（写真：左下）、全国

高等学校総合体育大会（写真：下）に出場す

る各選手が、教育委員会と役場を訪れ出場を

報告しました。選手らは力強く抱負を語り自

己記録更新など健闘を誓いました。

　町交通安全協会女性ドライバー支部（齋藤

道代支部長）と北海道警友会本別支部（木田

弘支部長）が足寄交番前で、螺湾小学校（杉

本聡校長）、同地区老人クラブなどが共催して、

らわん蕗の里前で交通安全キャンペーンを行

いました。参加者はドライバーにパンフレッ

トなどを手渡し交通安全を呼び掛けました。

７.13 防火意識を身に付ける

11
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第43回　子ども向け、防災講座

災害ってなんだ？

町民
防災講座

　

本
号
で
は
、
子
ど
も
向
け
防
災
Ｑ
＆
Ａ
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災さ
い

害が
い

っ
て
な
ん
だ
？

　
　
　

博は
か

士せ

―
！

　
　
　

博は
か

士せ

―
！

ど
う
し
た
？

そ
ん
な
に
騒さ

わ

い
で
。

今き

ょ

う日
、
学が

っ

校こ
う

で
防ぼ

う

災さ
い

訓く
ん

練れ
ん

を
し
た
ん
だ

け
ど
、
防ぼ

う

災さ
い

っ
て
私

わ
た
し

の
家い

え

で
も
で
き
る
？

俺お
れ

は
、
防ぼ

う

災さ
い

よ
り
も
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の

方ほ
う

が
や
り
た
い
ぞ
。

ほ
う
、
防ぼ

う

災さ
い

訓く
ん

練れ
ん

と
は
よ
い
経け

い

験け
ん

を
し

た
な
。
ま
ず
防ぼ

う

災さ
い

の
前ま

え

に
災さ

い

害が
い

と
は
何な

に

か
を
考

か
ん
が

え
て
み
よ
う
か
の
。
そ
も
そ
も

災さ
い

害が
い

っ
て
な
ん
だ
か
知し

っ
て
お
る
か
？

そ
ん
な
の
知し

っ
て
る
よ
！
川か

わ

の
水み

ず

が
あ

ふ
れ
た
り
、
山や

ま

が
噴ふ

ん

火か

し
た
り
、
地じ

面め
ん

が
揺ゆ

れ
た
り
す
る
こ
と
で
し
ょ
！

ふ
む
。
で
は
、
こ
ん
な
の
は
ど
う
じ
ゃ
？

た
と
え
ば
、
無む

人じ
ん

島と
う

の
山や

ま

か
ら
大お

お

き
な

石い
し

が
落お

ち
た
ら
？

も
ち
ろ
ん
、

災さ
い

害が
い

で
し
ょ
！

あ
れ
？
誰だ

れ

も
い
な
い
な
ら
困こ

ま

る
人ひ

と

も
い

な
い
し
、
危き

険け
ん

で
も
な
い
わ
。
こ
れ
も

災さ
い

害が
い

っ
て
い
う
の
か
し
ら
？

そ
う
じ
ゃ
な
。
災さ

い

害が
い

と
は
、
洪こ

う

水ず
い

や
火か

山ざ
ん

噴ふ
ん

火か

、
地じ

震し
ん

な
ど
に
よ
っ
て
人ひ

と

や
社し

ゃ

会か
い

が
被ひ

害が
い

を
受う

け
る
こ
と
を
い
う
の
じ

ゃ
。
つ
ま
り
「
人ひ

と

が
そ
こ
で
暮く

ら
し
て

い
る
か
ら
災さ

い

害が
い

が
お
こ
る
の
じ
ゃ
」。

防ぼ
う

災さ
い

っ
て
な
に
を
す
れ
ば
い
い
の
？

そ
う
か
！
そ
う
と
わ
か
れ
ば
安あ

ん

全ぜ
ん

な
所

と
こ
ろ

に
引ひ

っ
越こ

し
、
引ひ

っ
越こ

し
！

そ
ん
な
に
慌あ

わ

て
る
な
。
い
き
な
り
引ひ

っ

越こ

し
と
い
っ
て
も
簡か

ん

単た
ん

に
で
き
る
も
の

で
も
な
い
じ
ゃ
ろ
。
ま
あ
、
引ひ

っ
越こ

し

た
と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
地ち

球
き
ゅ
う

の
ど
こ

に
移い

動ど
う

し
て
も
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
安あ

ん

心し
ん

な
場ば

所し
ょ

は
な
い
し
の
。

え
え
え
ぇ
！
じ
ゃ
あ
、
僕ぼ

く

た
ち
に
は
明あ

か

る
い
未み

来ら
い

は
な
い
の
⁉

そ
ん
な
に
心し

ん

配ぱ
い

す
る
な
。「
敵て

き

を
知し

り
、

備そ
な

え
て
お
け
ば
、
安あ

ん

心し
ん

じ
ゃ
」。

敵て
き

を
知し

る
？

じ
ゃ
あ
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

そ
う
「
自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
暮く

ら
す
地ち

域い
き

で
ど

ん
な
災さ

い

害が
い

が
起お

こ
る
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
か

知し

る
」
こ
と
じ
ゃ
。
防ぼ

う

災さ
い

マ
ッ
プ
を
見み

た
り
、
昔

む
か
し

起お

き
た
災さ

い

害が
い

に
つ
い
て
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
お
話

は
な
し

を
聞き

い
た
り
、
足あ

し
ょ
ろ寄

百
ひ
ゃ
く

年ね
ん

史し

な
ど
の
郷

き
ょ
う

土ど

史し

で
地ち

域い
き

の
歴れ

き

史し

を
調し

ら

べ
て
み
て
も

い
い
じ
ゃ
ろ
う
。

備そ
な

え
る
っ
て
？

何な
に

を
す
る
の
？

危き

険け
ん

が
迫せ

ま

っ
た
と
き
に
、
い
つ
、
ど
こ

に
、
ど
う
や
っ
て
避ひ

難な
ん

す
る
の
か
、
前ま

え

々ま
え

か
ら
確か

く

認に
ん

し
た
り
、
持も

ち
出だ

し
品ひ

ん

の

準
じ
ゅ
ん

備び

を
し
た
り
す
る
こ
と
じ
ゃ
。
防ぼ

う

災さ
い

マ
ッ
プ
な
ど
に
記き

載さ
い

さ
れ
て
お
る
か
ら
、

参さ
ん

考こ
う

に
す
る
と
よ
い
ぞ
。

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

う
わ
ー
、
防ぼ

う

災さ
い

っ
て
な
ん
だ
か
難

む
ず
か

し
い

ぞ
。

全ぜ
ん

部ぶ

や
る
の
は
大た

い

変へ
ん

そ
う
ね
。

何な
に

か
ら
す
れ
ば
い
い
の
か
し
ら
？

自じ

分ぶ
ん

が
で
き
る
こ
と
か
ら
始は

じ

め
る
と
よ

い
。
ま
ず
は
家か

族ぞ
く

と
話は

な

し
合あ

う
こ
と
か

ら
じ
ゃ
。
災さ

い

害が
い

が
起お

き
た
時と

き

ど
ん
な
行こ

う

動ど
う

を
と
る
べ
き
か
？
避ひ

難な
ん

所じ
ょ

は
？
家か

族ぞ
く

と
の
連れ

ん

絡ら
く

方ほ
う

法ほ
う

は
？
日ひ

ご
ろ
か
ら
話は

な

し

合あ

っ
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
こ

と
じ
ゃ
。

う
ん
。
そ
れ
な
ら
で
き
そ
う
！
帰か

え

っ
た

ら
家か

族ぞ
く

と
話は

な

し
て
み
る
わ
！

こ
り
ゃ
あ
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
し
て
る
場ば

合あ
い

じ
ゃ
な
い
ぞ
。

は
っ
は
っ
は
。
そ
ん
な
に
あ
せ
っ
て
や

っ
て
も
長な

が

続つ
づ

き
し
な
い
ぞ
。
災さ

い

害が
い

は
明あ

日す

く
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
数す

う

十
じ
ゅ
う

年ね
ん

後ご

か
も
し
れ
ん
。
だ
か
ら
「
も
し
災さ

い

害が
い

が

起お

こ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
気き

持も

ち
を
長な

が

く
持も

ち
続つ

づ

け
る
こ
と
が
大た

い

切せ
つ

な
の
じ
ゃ
よ
。「
で
き
る
こ
と
か
ら
始は

じ

め
る
」「
気き

持も

ち
を
持も

ち
続つ

づ

け
る
」。
こ

れ
を
忘わ

す

れ
て
は
な
ら
ん
ぞ
。

　
　
　

う
ん
、
わ
か
っ
た
よ
。

　
　
　

あ
り
が
と
う
博は

か

せ士
！

（
環
境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構

�

研
究
員　

広
田
達
郎
）

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
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東
日
本
大
震
災
に
伴
う
足
寄
町
の
支
援
に
つ
い
て

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
広
報
あ
し
ょ
ろ
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
被
災
地
へ
の
支
援
状
況
お
よ
び
現
地
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

人
的
支
援

　

５
月
27
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の
10
日
間

経
済
課
中
鉢
武
志
主
任
（
写
真

：

中
央
）
と

建
設
課
尾
西
沙
織
主
事
（
写
真

：

右
側
）
の

２
人
を
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
山
田

町
に
派
遣
し
ま
し
た
。
２
人
は
、
被
災
者
の

支
援
金
等
の
受
給
事
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
が
加
盟
し
て
い
る
福
祉
自
治

体
ユ
ニ
ッ
ト
を
通
じ
、
７
月
19
日
か
ら
８
月

18
日
ま
で
の
１
か
月
間
宮
城
県
岩
沼
市
に
福

祉
課
高
橋
宏
明
主
任
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

高
橋
主
任
は
、
現
在
同
市
の
被
災
者
の
生
活

支
援
に
関
す
る
受
付
事
務
な
ど
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

支
援
に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

義
援
金

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
赤
十
字
社
足
寄
町
分
区

お
よ
び
足
寄
町
共
同
募
金
委
員
会
に
寄
せ
ら

れ
た
善
意
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
企
業
団
体

の
み
50
音
順
、
敬
称
略
）。

青
山
製
材
工
場
、
㈲
ア
サ
オ
カ
、
旭
町
１
丁

目
自
治
会
、
旭
町
３
・
４
丁
目
自
治
会
、
㈲

足
寄
清
掃
、
足
寄
中
学
校
職
員
一
同
、
足
寄

町
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
、足
寄
町
自
治
会
連
合
会
、

足
寄
町
商
工
会
青
年
部
、
足
寄
町
消
費
者
協

会
、
足
寄
町
赤
十
字
奉
仕
団
、
足
寄
町
日
本

泳
法
教
室
遊
泳
会
、
足
寄
町
文
化
協
会
、
足

寄
町
ま
ち
づ
く
り
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
足

寄
動
物
化
石
博
物
館
職
員
一
同
、
足
寄
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
北
６
条
自
治
会
、
郊
南
１

丁
目
自
治
会
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、

Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ
、
㈱
ジ
ェ
イ
エ
ス
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
が
い
児
・
者
地

域
サ
ポ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
、
白
糸
婦
人
部
、
身

障
会
足
寄
町
分
会
、
外
田
組
㈱
、
第
11
回
足

寄
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
、
第
36
回
足
寄
町
消
費

生
活
展
実
行
委
員
会
、
㈲
高
橋
菓
子
店
、
常

盤
自
治
会
、
西
町
８
丁
目
第
１
自
治
会
、
西

町
８
丁
目
第
２
自
治
会
、
東
１
区
自
治
会
、

ひ
ま
わ
り
合
唱
団
、
北
海
道
市
町
村
職
員
年

金
者
連
盟
十
勝
支
部
足
寄
町
分
会
、
〇
〇
大

学
、
南
１
条
１
丁
目
自
治
会
、
南
３
条
自
治

会
、
南
４
条
自
治
会
、
南
６
区
自
治
会
、
南

６
条
仲
町
自
治
会
、
南
７
条
自
治
会
、
ル
ー

プ
あ
し
ょ
ろ

義
援
金
総
額
（
７
月
25
日
現
在
）

�

１
５
，
３
１
１
，
５
０
５
円

　

こ
の
他
に
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
義
援
金
は
９
月
30
日
㈮
ま
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
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役
場
総
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「
こ
の
た
び
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
で

あ
る
宮
城
県
岩
沼
市
へ

７
月
19
日
か
ら
８
月
18

日
ま
で
の
１
か
月
間
被
災
地
支
援
で
派
遣
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
が
少
し
で
も
早
く
安
定
、
安
心
し
た
生

活
に
戻
れ
る
よ
う
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

頑
張
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

物
的
支
援

　

福
島
県
酪
農
業
協
同
組
合
等
の
要
請
に
よ

り
、
町
と
町
農
業
協
同
組
合
は
５
月
８
日
か

ら
６
月
10
日
ま
で
４
回
に
わ
た
り
牧
草
ロ
ー

ル
計
２
０
４
個
を
同
県
本
宮
市
に
無
償
提
供

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
28
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
田

中
幸
壽
副
町
長
と
新
津
賀
庸
農
業
協
同
組
合

長
お
よ
び
担
当
職
員
が
、
福
島
県
酪
農
業
協

同
組
合
や
Ｊ
Ａ
福
島
等
を
訪
問
し
、
今
後
の
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野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
塩
化
水
素
な
ど
の
有
害
物
質
の
発
生
原
因
と
な
る
野
外
焼
却（
野
焼
き
）は
、平
成
13
年
４
月
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
準
に
従
わ
な
い
野
外
で
の
廃
棄
物
の
焼
却
に
は
厳
し
い
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
焼
却
に
よ
る
悪
臭
や
煙
に
よ
る

近
隣
住
宅
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
有
害
物
質
の
発
生
に
よ
る
人
へ
の
健
康
被
害
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
野
焼
き
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
は
禁
止
！

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
、
事
業
所

か
ら
出
た
ご
み
な
ど
は
、
そ
の
種

類
に
関
わ
ら
ず
野
外
で
の
焼
却
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
を
始
め
と
す

る
大
気
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ご
み
を
処
分
す
る
場
合
は
、
分
別

方
法
に
従
っ
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
出
す
か
、
直
接
、
ご
み
終

末
処
理
場
へ
運
び
込
み
、
野
焼
き

焼
却
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

焼
却
、
穴
を
掘
っ
て
の
ご
み
焼
却

は
、
野
焼
き
と
み
な
さ
れ
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

廃
棄
物
の
野
焼
き
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
、
違
反
す
る
と
５
年
以

下
の
懲
役
、
１
，
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
併
科
に

科
せ
ら
れ
ま
す
。

法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
行
為
（
禁
止
の
例
外
）

　

次
に
該
当
す
る
焼
却
行
為
は
事

前
に
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

と
協
議
の
後
、
足
寄
消
防
署
（
☎

25

－

２
６
１
９
）
に
対
し
、「
火

入
れ
通
知
書
」
ま
た
は
「
火
災
と

ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
の
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ

の
施
設
の
管
理
を
行
う
た
め
に

必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　

例

：

河
川
管
理
者
に
よ
り
伐
採

し
た
草
木
等
の
焼
却
。

②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜

害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応

急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に

必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　

例

：

災
害
時
な
ど
、
災
害
復
旧

時
の
木
く
ず
や
火
災
予
防

訓
練
時
の
模
擬
火
災
の
た

め
の
焼
却
。

③
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃

棄
物
の
焼
却

　

例

：

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
宗
教

上
や
む
を
得
な
い
焼
却
。

④
農
業
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と

し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

　

例

：

農
業
者
が
行
う
麦
わ
ら
等

の
焼
却
、
林
業
者
が
行
う

伐
採
し
た
枝
な
ど
の
焼
却
。

⑤
た
き
火
、
そ
の
他
日
常
生
活
を

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
で
あ
り
軽
微
な
も
の

　

例

：

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や

暖
を
取
る
た
め
の
た
き
火
、

木
く
ず
な
ど
の
焼
却
。

野
焼
き
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

家
庭
ご
み
を
ド
ラ
ム
缶
や
簡

易
焼
却
炉
で
燃
や
し
て
も
だ

め
で
す
か
？

Ａ　

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ご
み
の
分
別
方
法
に
従
い
適

切
に
分
別
し
て
処
理
し
ま
し

ょ
う
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
焼
却
が
認
め
ら

れ
る
の
で
す
か
？

Ａ　

厳
し
い
基
準
を
満
た
す
焼
却

設
備
で
す
。
大
が
か
り
な
装

置
と
な
る
た
め
、
家
庭
や
小

規
模
事
務
所
へ
の
設
置
に
は

向
き
ま
せ
ん
。

野
焼
き
を
発
見
し
た
ら

　

野
焼
き
を
発
見
し
た
ら
次
の
内

容
を
分
か
る
範
囲
で
役
場
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
通
報
者
の
氏
名
と
連
絡
先

・
発
生
日
時

・
発
生
場
所

・
焼
却
し
て
い
る
物
の
種
類

・
煙
の
色
、
に
お
い

連
絡
先
・
詳
細

�

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�
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防
ご
う
熱
中
症
、
甘
い
飲
み
物
に
ご
注
意
�

　

熱
中
症
は
暑
い
７
月
か
ら
８
月
に
多
く
発

生
し
ま
す
。
熱
中
症
は
暑
い
環
境
に
い
る
こ

と
で
体
温
の
調
整
が
う
ま
く
働
か
ず
、
体
に

熱
が
こ
も
り
、
吐
き
気
や
だ
る
さ
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
。
重
症
に
な
る
と
意
識
障
害

が
起
こ
り
、
命
に
関
わ
り
ま
す
の
で
、
自
分

の
体
調
の
変
化
に
気
を
付
け
て
熱
中
症
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
方

は
体
温
の
調
節
が
未
熟
や
機
能
低
下
に
よ
り

熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
い
環
境
】

気
温
、
湿
度
が
高
い
と
き

　

気
温
が
高
く
な
る
と
、
体
内
の
熱
を
逃
が

す
た
め
に
汗
を
か
き
、
水
分
を
蒸
発
さ
せ
て

体
を
冷
や
し
ま
す
。
湿
度
が
高
い
と
せ
っ
か

く
汗
を
か
い
て
も
蒸
発
で
き
ず
、
体
温
調
整

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
外
で
運
動
や
作
業

を
し
て
い
る
と
き
だ
け
で
は
な
く
、
室
内
に

い
る
と
き
も
注
意
が
必
要
で
す
。

風
や
空
気
の
流
れ
が
な
い
と
き

　

汗
は
空
気
の
流
れ
が
あ
る
と
き
ほ
ど
、
蒸

発
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
風
が
な
く
汗
が

蒸
発
し
な
い
と
体
温
調
節
が
う
ま
く
機
能
し

な
い
た
め
に
体
温
は
上
が
り
ま
す
。

【
熱
中
症
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
】

環
境
の
工
夫
を

　

日
当
た
り
の
良
い
場
所
を
避
け
た
り
室
内

で
は
空
気
が
流
れ
る
よ
う
に
窓
を
開
け
た
り

し
て
、
空
気
の
入
れ
替
え
を
上
手
に
し
ま
し

ょ
う
。
外
出
や
作
業
は
炎
天
下
を
避
け
て
朝

や
夕
方
の
涼
し
い
時
間
帯
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

水
分
を
よ
く
取
り
ま
し
ょ
う

　

喉
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
小
ま
め
に
水
分

を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
、
水
や
お
茶
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
病
気
に
よ
っ
て
水
分
、
塩
分
制
限
の
あ

る
方
は
水
分
の
取
り
方
に
つ
い
て
主
治
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

外
出
の
と
き
の
準
備

　

帽
子
や
日
傘
を
利
用
し
、
ま
た
、
通
気
性

の
良
い
衣
服
を
着
用
す
る
な
ど
し
て
、
直
射

日
光
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
対
応
】

○
涼
し
い
と
こ
ろ
に
避
難
す
る
。

○
水
分
補
給
し
、
首
や
脇
を
冷
や
す
。

○
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
す
ぐ
に

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。 

【
甘
い
飲
み
物
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
】

　

熱
中
症
予
防
の
た
め
水
分
補
給
は
大
切
で

す
が
、
糖
分
の
多
い
清
涼
飲
料
水
の
飲
み
過

ぎ
は
、
急
激
に
血
糖
値
が
上
が
る
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
症
候
群
」
に
陥
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、取
り
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
症
候
群
と
は

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
症
候
群
の
正
式
名
称
は「
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク
（
清
涼
飲
料
水
）
ケ
ト
ー
シ

ス
」。
砂
糖
が
大
量
に
入
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
や

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
の
甘
い
飲
料
水
を
継

続
し
て
摂
取
す
る
こ
と
で
、
血
糖
値
が
急
激

に
上
昇
し
、
血
糖
値
を
一
定
に
保
つ
ホ
ル
モ

ン
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
一
時
的
に
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
が
欠
乏
す
る
と
ブ

ド
ウ
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
え
な
く
な

る
た
め
、
脂
肪
を
分
解
し
ま
す
。
そ
の
際
に

「
ケ
ト
ン
体
」
と
呼
ば
れ
る
代
謝
成
分
が
増

え
、
血
液
が
酸
性
に
傾
き
、
意
識
が
も
う
ろ

う
と
し
た
り
、
倦
怠
感
が
あ
っ
た
り
、
昏
睡

状
態
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
喉
が
渇
い
た
時
に
、
口
当
た
り
の
よ

い
ジ
ュ
ー
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を

た
く
さ
ん
飲
む
と
、
飲
ん
だ
直
後
は
喉
の
渇

き
も
な
く
な
り
、
気
持
ち
よ
い
の
で
す
が
、

す
ぐ
に
血
糖
値
が
上
昇
し
ま
す
。
糖
分
の
過

剰
摂
取
で
血
糖
値
が
上
昇
す
る
と
喉
が
渇
く

た
め
、
さ
ら
に
清
涼
飲
料
水
を
飲
む
と
い
う

悪
循
環
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

炭
酸
飲
料
や
果
汁
飲
料
、
コ
ー
ヒ
ー
飲
料

な
ど
の
糖
質
濃
度
は
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
、

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２

本
で
約
１
０
０
グ
ラ
ム
前
後
の
糖
質
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
個
５
グ
ラ

ム
の
角
砂
糖
で
換
算
す
る
と
角
砂
糖
20
個
入

り
の
飲
料
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
体
に
良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
フ
ル
ー
ツ
果
汁
の
入
っ
た

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
に
も
糖
分
が
入
っ
て
い
る
た

め
、
こ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
甘
い
飲
み
物
を
、
毎
日
の
よ
う
に
水

代
わ
り
に
飲
み
続
け
る
若
者
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
本
来
は
中
高
年
の
病
気

で
あ
る
糖
尿
病
が
若
い
う
ち
に
発
症
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

暑
い
日
に
は
特
に
汗
を
か
く
の
で
、
水
分

補
給
を
す
る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
水
や
お

茶
に
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り
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普通救命講習会

統合失調症患者を支える
家族の講演会

善意のご寄付・ご寄贈
ありがとうございます日　　時　９月８日㈭

　午後１時－４時

　午後６時－９時の２回開催

定　　員　各回30人

申込期限　９月６日㈫
詳　　細

� 足寄消防署警防課救急係

� ☎２５－２６１９

日　　時　９月２日㈮
　午後１時30分－３時30分

対　　象　40歳未満の統合失調症

患者のご家族

定　　員　40人

申込先・詳細� 帯広保健所

� ☎０１５５－２６－９０８４

町へ

・小林弘道さ
ん（西町７丁目）

から町政推進のため

� １００万円

　本別最大のイベントが開催されます。うまい

もの市や東十勝花火大会など一日中楽しめるお

祭りです。皆さんのご来場をお待ちしています。

日　程　９月３日㈯－４日㈰
場　所　利別川河川敷地特設会場

内　容

３日　午前11時－　　うまいもの市など

　　　午後１時－　　ふわふわランド

　　　午後３時15分　開会式

　　　午後７時30分　東十勝花火大会

４日　午前10時－　　うまいもの市、

　　　　　　　　　　ふわふわランドなど

　　　午前11時－　　キャラクターショー

　　　午後２時－　　キャラクターショー

　　　午後６時－　　キム・ヨンジャ、

　　　　　　　　　　やなわらばー歌謡ショー

詳　細　本別町役場　☎２２－２１４１

プラネタリウム上映中きらめきタウンフェスティバル2011

　銀河の森天文台では、ドーム型のプラネタリ

ウムでオーロラの番組を上映中です（入館料の

み必要です）。

開館時間　午後２時－10時30分

　　　　　（月曜日、火曜日は休館日。ただし、

８月15、16日は開館します。）

上映時間　１回目午後３時、２回目午後５時、

　　　　　３回目午後８時（１回30分）

※開館日の土・日曜日、祝日のみの上映です。

　ただし、８月10－16日までは毎日上映します。

入 館 料

昼間：大人　３００円、小・中学生　２００円

夜間：大人　５００円、小・中学生　３００円

※小学生未満は無料です。

詳　　細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

募　　集

お知らせ

新人を紹介します

・家常みどりさ
ん（西町７丁目）

から食器類

　※町内公共施設で活用。

・昭和15年生まれ辰年会から

公園緑化のため桜苗木

　（20本）

・年齢　46歳

・出身　青森県五所川原市

・趣味　津軽三味線、スキー

　「足寄町の魅力に惹かれ青

森から家族で引っ越してきま

した。少しでも早く、人や町

に慣れるよう、頑張りたいと

思います」

佐藤　司子
国民健康保険病院看護師

道内どこでもラジオが聴ける�
「radiko.jp」が試験配信開始

帯広開発建設部出前講座
震災対応の金融制度を
大幅に拡充

通行規制のお知らせ

北海道警察官募集

ツール・ド・北海道開催
による交通規制について

　地上波ラジオ放送をパソコンや

スマートフォンで聴くことができ

るサービス、ＩＰサイマルラジオ

「radiko.jp」（通称ラジコ）がス

タートしました。

　ラジコの登場により難聴地域で

もラジオ放送をクリアに聞くこと

ができ、今秋の本配信を目指し現

在ＨＢＣラジオ、ＳＴＶラジオ、

ＡＩＲ－Ｇ’エフエム北海道の道

内ラジオ３社が試験配信していま

す。聴取には、パソコンやスマー

トフォンなどの機器が必要になり

ます。

詳細� ＩＰサイマルラジオ協議会

ホームページアドレス

� http://radiko.jp

　帯広開発建設部が行っている事

業の目的や役割について知っても

らうため、出前講座を開設してい

ます。

対　象

　十勝管内の営利を目的としない

公共性のある団体、自治体等

時　間　平日午前９時～午後５時

講演料　無料

申込先・詳細

� 帯広開発建設部広報官

� ☎０１５５－２４－３１９３

　東日本大震災による直接被害や

風評被害などの間接被害を受けた

中小企業者を対象に次の金融制度

が大幅に拡充されました。

・東日本大震災復興特別貸付

・東日本大震災復興緊急保証

　詳しくはお問い合わせください。

詳　　細� 北海道経済産業局

� 中小企業電話相談ナビダイヤル

� ☎０５７０－０６４－３５０

工事期間　11月30日㈬まで

詳　　細� 建設課建設室

� ☎２５－２１４１内線３７６

　道路工事のため次のとおり通行

止めを行います。なお、通行禁止

区間であっても区域内住民のため

に必要と認められる交通は確保し

ます。

工事箇所

・郊南１丁目３・４号通

試 験 日　９月18日㈰
試験場所　帯広、釧路など22会場

受験資格

受付期間　８月24日㈬まで

詳　　細� 本別警察署

� ☎２２－０１１０

　国内外の20チーム（選手１００

名）によるツール・ド・北海道２

０１１が開催されます。自転車競

技の選手・関係車両が町内を通過

するため、交通規制が実施されま

す。皆様のご協力と併せ選手への

応援をお願いします。

規制内容

・第１ステージ：９月16日㈮
　午前11時23分－午後零時57分

　国道２４１号を走行し、足寄峠

を越え釧路市阿寒町に入ります。

・第２ステージ：９月17日㈯
　午後零時01分－１時35分

　国道２４２号を陸別町から道道

４６８号を経て芽登方面に抜けま

す。

交通整理

　選手、大会関係車両の隊列前後

には、パトカーが配置されます。

　また、各交差点には警備員、コ

ース整理員がいますので、その指

示、誘導に従ってください。

詳　　細� 総合体育館

� ☎２５－３１９１

・栄町１丁目１号通

Ａ

区

分

　大学（短期大学を除く）
等を卒業（平成24年３月卒
業見込みを含む）し、昭和
54年４月２日から平成６年
４月１日までに生まれた方

Ｂ
区
分

　Ａ区分以外で、昭和54年
４月２日から平成６年４月
１日までに生まれた方

国道241号

国道241号



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

ひとのうごき

７月末の住民基本台帳

人　口　　７，７３３　人　（±０)

　男　　　３，７５１　人　（±０)

　女　　　３，９８２　人　（±０)

世　帯　　３，６１９世帯（＋４)

　　　　　　　（　）内は前月比

今月の表紙

広報あしょろ８月号　№７００
発　行：足寄町
編　集：総務課総務室　緯25－2141　内線334
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆町の観光や特産品などをＰＲするマ

スコットキャラクター「アユミちゃ

ん」の着ぐるみが完成しました。

☆８月15日に開催する第32回足寄ふる

さと盆踊り・両国花火大会でお披露

目します。

☆平成元年、応募総数３５０点の中か

らアユミちゃんが選ばれ、ステッカ

ーからカントリーサインまでと幅広

く活用してきました。

☆今後は、ゆるキャラブームに乗り!?

各イベントで町を猛アピールしてい

きます。

福田　真
ま

央
お

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年７月16日生まれ）

　歌と踊りが大好きで毎日にぎ

やかです。犬の散歩に行くのが

楽しくて仕方ないようです。こ

れからもますます元気で思いや

りのある優しい子に育ってね。�

� 知征・淳子さ
んの子

� （南６条７丁目）
小林　　葵

あおい
ち
  ゃ
   ん

（平成21年８月８日生まれ）

　動物が大好きで愛犬と仲良く

遊んでいます。お気に入りの曲

がかかると元気に踊り、いつも

ニコニコ我が家の太陽です。思

いやりのある子に育ってね。

� 史明・佳子さ
んの子

� （北３条２丁目）

斉須　璃
り

衣
い

ち
  ゃ
   ん

（平成21年８月30日生まれ）

　毎日、元気に保育園に通って

います。お父さんが大好きでお

父さんがいないと「お父さんい

ない」と言い大騒ぎです。元気

で優しい子に育ってね。

� 正督・志央里さ
んの子

� （北５条１丁目）

　６月30日に行われた「足寄中学校地域参観

日」でのスナップです。

� （⇒10ページ）　


